
澄
み
き
っ
た
青
空
に

子
ど
も
た
ち
の
歓
声

９月
定例会
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決算555億円を認定!!
　

一
般
会
計
の
歳
入
は
０
・
５
％

減
の
３
７
４
億
円
、
歳
出
は
０
・

８
％
減
の
３
５
６
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
計
８
事
業
の
特
別
会
計
の

合
計
は
、
歳
入
２
０
６
億
円
、
歳

出
１
９
９
億
円
の
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
税
が
増
加
し
た
も
の
の
、
温

泉
施
設
の
建
設
も
あ
り
、
年
度
末

の
市
債
残
高
は
４
２

９
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
財
政
の
硬
直

が
続
い
て
い
ま
す
が
、

年
度
末
に
は
13
億
円

の
基
金
積
立
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
は
、一般

質
問
、
議
案
質
疑
に

お
い
て
審
議
、
さ
ら

に
常
任
委
員
会
で
も

議
論
さ
れ
、
最
終
日

に
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
病
院
の
公
務
災
害
発
生

件
数
が
多
い
理
由
は
何
か
？

答
　
一
般
的
に
、
医
療
現
場
で
は
、

他
の
職
場
に
比
べ
て
公
務
災
害
発

生
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
要
因

で
あ
る
。

野
守
の
池
の
水
質
改
善
の
成

果
は
？

答
　
や
や
汚
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

川
根
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
観
光

資
源
と
し
て
、現
在
と
同
様
に
、池

周
辺
の
散
策
を
楽
し
む
憩
い
の
場

や
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
場
と
し
て
提
供

し
た
い
。

　

平
成
26
年
第
３
回
島
田
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

会
計
決
算
を
認
定

議
案
質
疑
に9人

が
登
壇

　

議
長
・
監
査
委
員
を
除
く
18
人

の
全
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

新
市
立
島
田
市
民
病
院
建
設
基

本
構
想
に
続
く
基
本
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
業
務
委
託
等
の
経
費

に
つ
い
て
、
基
本
構
想
で
も
っ
と

議
論
を
重
ね
る
べ
き
と
す
る
否
の

意
見
、
基
本
計
画
に
進
ん
で
具
体

的
な
議
論
を
す
べ
き
と
す
る
可
の

意
見
の
討
論
を
行
い
、
賛
成
多
数

に
よ
り
限
度
額
２
億
１
６
０
０
万

円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に18人

が
登
壇

　

新
規
事
業
と
し
て
、
税
番
号
制

度
の
導
入
改
修
経
費
、
地
域
お
せ

っ
か
い
人
養
成
事
業
経
費
、
川
根

温
泉
メ
タ
ン
ガ
ス
利
活
用
調
査
経

費
等
が
あ
り
、
例
年
の
財
源
組
み

替
え
等
を
加
え
た
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
７
０
０
０
万
円
の
追
加

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算
を
可
決

病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
を
可
決

島田市議会９月定例会

浄化が進む現在の「野守の池」（川根町家山）
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地
域
お
せ
っ
か
い
人
養
成
事

業
の
実
施
予
定
は
い
つ
か
？

答
　
地
域
お
せ
っ
か
い
人
養
成
講

座
の
開
催
は
、
今
後
、
委
託
に
係

る
契
約
や
参
加
者
募
集
等
の
事
務

の
後
、
来
年
の
１
月
か
ら
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

ば
ら
制
定
都
市
会
議
開
催
準

備
経
費
３
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
開
催
予
定
は
い
つ
か
。

答
　
ば
ら
制
定
都
市
会
議
の
開
催

予
定
日
は
、
平
成
27
年
５
月
28
日
、

29
日
の
両
日
を
計
画
し
て
い
る
。

軽
自
動
車
税
を
引
き
上
げ
る

に
至
っ
た
理
由
は
？

答
　
地
方
税
法
第
４
４
４
条
に
お

い
て
、
軽
自
動
車
税
の
標
準
税
率

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
施
行
に
よ
り
税
額
が
改
め
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
税
額
を
改
正
す

る
。

　

総
務
消
防
・
経
済
建
設
・
厚
生

教
育
の
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

（
４
か
ら
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

10
月
１
日
の
最
終
日
に
は
、
３

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
内
容
と
採
択
結
果
が
報
告

さ
れ
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
の
後
、

す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

平成25年度会計平成26年
９月定例会
の概要

島
田
駅
周
辺
に
駐
輪
・
放
置

さ
れ
た
自
転
車
の
所
有
者

に
、
駐
車
場
を
利
用
す
る
た

め
の
働
き
か
け
は
？

答
　
自
転
車
等
駐
車
場
を
利
用
す

る
よ
う
に
説
明
し
、
保
管
手
数
料

を
徴
収
し
た
上
で
自
転
車
を
返
還

し
て
い
る
。

県
の
「
お
茶
の
都
」
構
想
は
？

答
　
県
で
は
、
茶
の
都
の
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
内
容
等
に
つ

い
て
、
有
識
者
の
会
議
を
開
催
し

て
い
る
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見

を
参
考
に
し
、
今
年
度
末
ま
で
に

基
本
構
想
を
策
定
す
る
、
と
聞
い

て
い
る
。

３
常
任
委
員
会

に
よ
る
審
査

議
会
最
終
日

軽自動車税一覧

県が「お茶の都」構想を進める旧金谷中学校跡地の今
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

川
根
温
泉
の
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発
電
を

☆
Ｈ
26
一
般
会
計

　

補
正
予
算

☆
Ｈ
25
年
度
島
田
市

一
般
会
計
の
決
算

の
認
定

望
も
あ
る
。
自
治
会
と
し

て
、
今
一
度
優
先
要
望
を

練
っ
て
出
す
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

○
島
田
帯
シ
ャ
ツ
導
入

　

促
進
事
業

問　

帯
シ
ャ
ツ
の
貸
与
は
、

女
性
職
員
だ
け
だ
が
、
差

○
森
林
施
設
補
助
事
業

（
２
台
で
約
一
千
万
円
）

問　

ど
の
よ
う
な
機
械
を

購
入
す
る
の
か
。
購
入
に

よ
り
、
ど
の
程
度
森
林
整

備
が
出
来
る
の
か
。

答　

一
台
は
森
林
内
で
使

用
す
る
林
業
機
械
、
も
う

一
台
は
木
材
加
工
流
通
施

設
で
使
用
す
る
林
業
機
械

で
あ
る
。
現
在
、
民
有
林

が
約
２
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、
間
伐
等
の
作
業
が
例

年
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
こ
れ
ら
の
機
械
は
非

常
に
役
立
っ
て
い
る
。

○
川
根
温
泉
メ
タ
ン
ガ
ス

利
活
用
事
業

問　

メ
タ
ン
ガ
ス
利
活
用

事
業
中
の
旅
費
の
使
途
は

何
か
。

○
地
籍
調
査
事
業

問　

進
捗
率
は
全
体
で

40
％
だ
が
、
金
谷
地
区
は

１
０
０
％
で
終
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
島
田
地
区
は

18
％
だ
が
、
全
体
の
終
了

年
度
は
い
つ
頃
に
な
る
予

定
か
。

答　

非
常
に
広
大
な
面
積

で
あ
る
た
め
、
事
業
の
完

了
年
度
は
今
の
ペ
ー
ス
だ

と
１
０
０
年
以
上
は
か
か

る
。

○
道
路
維
持
費
の

　

直
営
修
繕
事
業
費

問　

市
民
要
望
に
対
し
て

の
執
行
率
は
99
％
だ
が
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
対

し
て
、
ど
の
程
度
執
行
で

き
て
い
る
の
か
。

答　

自
治
会
か
ら
は
９
４

６
件
の
要
望
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
土
木
管
理
課
で

は
、
５
１
２
件
の
内
４
４

８
件
を
処
理
、
執
行
率
で

88
％
で
あ
っ
た
。

　

要
望
は
自
治
会
と
市
民

を
合
わ
せ
て
約
３
千
件
あ

り
、
中
に
は
億
単
位
の
要

答　

今
後
メ
タ
ン
ガ
ス
を

利
用
す
る
に
当
た
り
、
鉱

業
権
の
取
得
等
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
の
、
経

済
産
業
省
等
へ
の
出
張
旅

費
で
あ
る
。

問　

メ
タ
ン
ガ
ス
湧
出
量

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

環
境
省
の
委
託
事
業

の
結
果
に
よ
る
と
、
年
間

65
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電

が
可
能
な
量
で
あ
る
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川根温泉のメタンガスを利活用して発電を

「帯シャツ」を着て仕事をする職員（商工課）

別
で
は
な
い
か
。
今
後
は

何
事
も
男
女
平
等
に
。

答　

そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

今
後
は
男
女
問
わ
ず
帯

シ
ャ
ツ
着
用
の
普
及
を
図

る
。
な
お
、
補
助
金
は
考

え
て
い
な
い
。

ガス放出口



（5）	 議会だより46号	 平成26年９月定例会

厚
生
教
育
常
任
委
員
会

川
根
小
建
設
・
国
の
過
疎
債
大
幅
減
額

○
過
疎
対
策
事
業
債
の
減

額
（
川
根
小
改
築
工
事
）

問　

糖
尿
病
で
人
工
透
析

し
て
い
る
人
の
数
は
。

答　

国
保
加
入
者
で
は
90

人
前
後
で
あ
る
。
他
の
健

康
保
険
加
入
者
を
推
計
す

れ
ば
２
０
０
人
位
と
思
わ

れ
る
。

問　

民
生
委
員
の
活
動
が

他
市
よ
り
多
い
よ
う
だ
が
。

答　

高
齢
者
の
介
護
・
健

康
に
関
す
る
相
談
や
子
育

て
に
関
す
る
相
談
が
多
い

よ
う
だ
。
で
き
る
だ
け
イ

ベ
ン
ト
へ
の
出
席
は
減
ら

す
検
討
を
し
た
い
。

問　

今
議
会
の
市
長
の
発

言
か
ら
、
庁
舎
建
設
の
方

が
早
く
な
り
そ
う
で
心
配

す
る
が
、
用
地
に
つ
い
て

政
策
推
進
課
と
の
協
議
は

問　

川
根
小
改
築
工
事
で

は
、
国
の
過
疎
債
が
２
億

７
０
０
０
万
円
も
減
額
さ

れ
、市
負
担
が
増
え
た
。な

ぜ
か
。

答　

過
疎
債
減
額
は
、
市

全
体
で
３
億
３
０
０
０
万

円
あ
ま
り
だ
。
国
か
ら
約

32
％
減
の
内
示
が
あ
り
対

応
し
た
。

問　

現
在
の
保
育
マ
マ
事

業
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

規
模
に
よ
り
、
家
庭

的
保
育
事
業
か
小
規
模
保

育
事
業
の
Ｃ
型
に
属
す
る
。

問　

規
模
で
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

型
と
分
類
さ
れ
る
が
、
一

部
の
保
育
士
が
資
格
を
要

し
な
い
の
は
問
題
だ
。

答　

保
育
士
以
外
で
も
、

看
護
師
か
幼
稚
園
教
諭
で
、

市
長
が
適
当
と
認
め
た
方

に
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
子

ど
も
の
虐
待
事
件
が
報
道

さ
れ
心
配
し
て
い
る
。
市

の
実
態
は
ど
う
か
。

答　

母
親
に
よ
る
身
体

的
・
心
理
的
虐
待
の
ケ
ー

ス
が
多
く
、
児
童
相
談
所

と
の
連
携
を
強
く
し
対
応

し
て
い
る
。

ど
う
か
。

答　

基
本
構
想
の
中
で
、

新
病
院
の
機
能
や
規
模
・

場
所
・
事
業
費
の
う
ち
、場

所
は
決
ま
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
事
業
費
２
５
０
億

円
は
、
今
後
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市民病院建替予定候補地の駐車場

支援を求められる民間保育園

☆
Ｈ
25
一
般
会
計

　

決
算
の
認
定

☆
Ｈ
26
一
般
会
計

　

補
正
予
算

☆
Ｈ
26
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

☆
Ｈ
26
病
院
事
業

　

会
計
補
正
予
算

☆
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
運
営
等
に
関

す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
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○
新
市
誕
生
10
周
年
記
念

事
業
市
民
自
主
事
業
補
助

金
（
債
務
負
担
行
為
）

問　

補
助
金
の
制
度
内
容

は
。

答　

市
民
の
自
由
な
発
想

に
よ
る
個
性
豊
か
な
記
念

事
業
の
実
施
を
行
う
市
民

団
体
や
事
業
者
に
補
助
す

る
。
支
出
期
間
を
平
成
27

年
度
の
み
、
限
度
額
を
３

０
０
万
円
と
し
、
１
事
業

に
つ
き
50
万
円
を
上
限
と

考
え
て
い
る
。

○
市
民
憲
章
制
定
事
業

問　

目
的
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

未
来
に
向
け
て
生
活

す
る
上
で
の
目
標
や
規
範

に
な
り
、
市
民
が
共
有
す

る
こ
と
で
市
全
体
の
一
体

問　

軽
自
動
車
の
税
率
改

正
の
対
象
と
な
る
時
期
は
。

答　

原
動
機
付
自
転
車
、

ミ
ニ
カ
ー
、軽
自
動
車
、小

型
特
殊
自
動
車
は
平
成
27

年
度
か
ら
税
率
が
改
正
さ

れ
る
。
四
輪
車
等
は
平
成

27
年
4
月
1
日
以
降
の
新

規
登
録
分
か
ら
改
正
す
る
。

な
お
、
重
課
税
は
13
年
を

問　

志
太
３
市
市
長
会
談

に
よ
る
広
域
連
携
の
実
績

と
、
危
機
管
理
の
施
策
は
。

答　

広
域
観
光
事
業
に
加

え
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
３
市
協
議
会
を
設

置
し
た
。

　

危
機
管
理
に
対
し
て
は
、

３
市
で
の
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
検
討
中

で
あ
る
。

問　

市
の
花
・
木
・
鳥
制

定
事
業
の
経
過
は
。

答　

平
成
25
年
度
に
花
の

候
補
、
平
成
26
年
度
に
木
、

鳥
の
候
補
を
検
討
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
。

問　

都
市
提
携
・
交
流
事

業
の
現
状
は
。

答　

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
市
、
ス
イ
ス
の
ブ
リ
エ

ン
ツ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
、

中
国
浙
江
省
の
湖
州
市
と

友
好
都
市
提
携
、
モ
ン
ゴ

ル
の
ナ
ラ
ン
外
国
語
学
校

と
姉
妹
校
提
携
、
ア
メ
リ

カ
の
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

感
が
醸
成
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
公
募
を
含

め
10
人
の
委
員
で
平
成
26

年
度
中
に
2
回
、
平
成
27

年
度
に
４
回
程
度
の
協
議

を
行
い
、
６
月
ご
ろ
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
平
成
27
年
秋
の
新

市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

で
披
露
し
た
い
。

経
過
し
た
後
と
な
る
。

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
市
の
学

校
と
学
生
交
流
を
行
っ
て

い
る
。
韓
国
の
東ト

ン

豆ジ
ュ

川
チ
ョ
ン
市

に
て
藤
枝
市
と
連
携
し
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
い
る
。

問　

Ｆ
Ｍ
島
田
の
市
民
の

周
知
度
と
難
聴
対
策
は
。

答　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
16
・
９
％
が
島

田
市
の
情
報
を
Ｆ
Ｍ
島
田

か
ら
得
て
お
り
、
周
知
度

は
約
70
％
で
あ
る
。

　

難
聴
対
策
の
た
め
の
中

継
所
増
設
は
技
術
的
・
経

費
的
に
限
界
で
あ
る
。
防

災
メ
ー
ル
の
加
入
率
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
も
、
自

主
防
災
会
や
訓
練
会
場
で

広
報
、
指
導
し
て
い
く
。

総
務
消
防
常
任
委
員
会

志
太
三
市
の
広
域
連
携
は
い
か
に
？

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
Ｈ
26
一
般
会
計

　

補
正
予
算

☆
島
田
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
決

算
の
認
定

「市の花」の候補のひとつである「バラ」

海外プロモーションを行った東
トンジュチョン

豆川市庁舎（韓国）
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ザ
ッ
討
論

ザ
ッ
討
論
賛
成   

 

反
対

結
果
は
採
決
結
果
一
覧
の
と
お
り

○
Ｈ
25
年
度

　

一
般
会
計
決
算

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案

５
件
に
対
し
、
５
人
の
議
員

が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

討
論
と
は
、
議
案
等
を
採

決
す
る
に
当
た
っ
て
、
賛
成

ま
た
は
反
対
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

反 

対

市
長
が
交
代
し
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
現
物
給

付
化
、
新
病
院
の
ジ
ャ
ス
コ

跡
地
移
転
計
画
の
白
紙
撤
回
、

県
費
教
職
員
の
駐
車
場
料
金

徴
収
中
止
な
ど
は
評
価
で
き

る
。

　

一
方
、
コ
ス
ト
削
減
の
名

の
も
と
に
、
職
員
の
非
正
規

化
や
退
職
金
・
給
与
の
減
額
を

実
施
し
、
仕
事
の
質
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
事
態

だ
。
金
谷
中
学
校
跡
地
へ
の

メ
ッ
セ
建
設
に
関
す
る
事
業

は
見
直
す
べ
き
だ
。

賛 

成

予
算
が
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
、
25
年

度
の
各
事
業
が
成
果
を
挙
げ

て
お
り
評
価
で
き
る
。
ま
た

反
対
討
論
指
摘
の
「
空
港
周

○
Ｈ
26
年
度
病
院
事
業

　

会
計
補
正
予
算

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準

反 

対

今
年
７
月
に
新
市

民
病
院
建
設
の
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
、
現
地
建
て
替
え

が
示
さ
れ
た
が
、
合
併
特
例

債
利
用
の
可
否
が
不
透
明
で
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
行
政

運
営
に
支
障
を
き
た
し
か
ね

な
い
。

　

市
は
多
少
の
リ
ス
ク
も
考

慮
し
、
新
市
民
病
院
を
名
実

と
も
に
命
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛 

成

補
正
予
算
の
内
容

は
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
必
要
な
業
務
委
託
等
に

係
る
経
費
の
計
上
だ
。
現
病

院
の
老
朽
化
の
課
題
が
あ
り
、

同
じ
所
で
の
足
踏
み
は
許
さ

れ
な
い
。
具
体
的
な
基
本
計

画
を
策
定
し
内
容
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

可
決
す
べ
き
と
考
え
る
。

辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
交

通
が
便
利
な
土
地
（
金
中
跡

地
）
を
本
市
や
周
辺
の
市
町

に
と
っ
て
有
意
義
な
活
用
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お

く
の
は
必
要
と
考
え
、
賛
成

す
る
。

応
え
て
自
動
車
取
得
税
を
減

税
・
廃
止
し
、
そ
の
ツ
ケ
を

軽
自
動
車
の
増
税
で
賄
う
こ

と
は
、
消
費
増
税
に
加
え
て

の
二
重
の
負
担
で
容
認
で
き

な
い
。

○＝賛成　×＝反対 平
成
第
25
年
度
島
田
市

一
般
会
計
決
算

平
成
26
年
度
島
田
市
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

島
田
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

島
田
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

島
田
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎会派名
　無会派
＝会派に属さない議員

氏　　　名 会派名
紅 林　　 貢 きょうどう島田 ○ ○ ○ ○ ○
伊 藤　　 孝 きょうどう島田 ○ ○ ○ ○ ○
山 本　 孝 夫 きょうどう島田 ○ ○ ○ ○ ○
森　 伸 一 きょうどう島田 ○ ○ ○ ○ ○
福 田　 正 男 きょうどう島田 ○ ○ ○ ○ ○
村 田 千 鶴 子 魁

さきがけ

しまだ ○ × ○ ○ ○
曽 根　 嘉 明 魁

さきがけ

しまだ ○ × ○ ○ ○
平 松　 吉 祝 魁

さきがけ

しまだ ○ × ○ ○ ○
大 石　 節 雄 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
仲 田　 裕 子 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
冨 澤　 保 宏 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
藤 本　 善 男 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
清 水　 唯 史 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
八 木　 伸 雄 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
杉 野　 直 樹 リベラル島田 ○ ○ ○ ○ ○
横 田 川 真 人 リベラル島田 ○ ○ ○ ○ ○
青 山　 真 虎 無会派 ○ × ○ ○ ×
桜 井　 洋 子 無会派 × ○ × × ×
佐 野　 義 晴 無会派 ○ ○ ○ ○ ○
※議長（河原崎聖）は、採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）

採決結果一覧（賛成・反対が分かれた５議案を掲載）

賛 

成

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
向
け
、
国
の

省
令
等
で
定
め
ら
れ
た
基
準

を
も
と
に
制
定
。
条
例
で
趣

旨
等
を
定
め
、
基
準
は
規
則

に
委
任
す
る
方
式
。「
た
だ
し

書
き
」
を
削
除
と
の
指
摘
だ

が
、
定
員
を
認
め
な
い
場
合

は
虐
待
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
事
情
に
対
応
で
き
な
く
な

る
懸
念
か
ら
、
必
要
で
あ
る
。

反 

対

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
市

に
あ
る
教
育
・
保
育
施
設
の

運
営
基
準
を
時
間
的
制
約
の

中
で
、
と
り
あ
え
ず
国
基
準

通
り
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
問
題
だ
。規
則
の
中
の「
定

員
の
遵
守
」
に
反
し
て
、
定

員
を
越
え
て
子
ど
も
を
受
け

入
れ
て
い
る
保
育
所
が
多
く

あ
り
、
子
ど
も
と
保
育
者
に

負
担
を
か
け
て
い
る
。
待
機

児
対
策
は
、
認
可
保
育
所
の

新
設
で
対
処
す
べ
き
だ
。

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

反 

対

家
庭
的
保
育
事
業

理
を
義
務
化
し
た
場
合
は
、

家
庭
的
保
育
等
の
事
業
者
参

入
を
妨
げ
待
機
児
童
増
加
の

要
因
。
小
規
模
保
育
事
業
の

建
物
等
の
設
置
基
準
は
認
可

保
育
所
設
置
基
準
に
準
じ
て

い
る
等
、
今
回
定
め
よ
う
と

す
る
基
準
は
妥
当
で
あ
る
。

○
税
条
例
の
一
部
改
正

反 

対

多
く
の
市
民
の
移

動
手
段
で
あ
る
軽
自
動
車
や

原
付
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の

税
率
を
大
幅
に
上
げ
る
こ
と

に
反
対
だ
。
ま
た
、
新
規
検

査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽

四
輪
車
等
に
も
20
％
の
重
課

だ
。
自
動
車
業
界
の
要
望
に

賛 

成

条
例
改
正
に
よ
り

市
民
に
は
負
担
増
と
な
り
迷

惑
を
か
け
る
が
、
小
型
自
動

車
と
性
能
や
乗
車
性
に
つ
い

て
差
異
が
縮
小
し
て
い
る
。

負
担
の
公
平
性
（
昭
和
59
年

以
降
初
め
て
の
見
直
し
）
や
、

改
正
の
内
容
も
適
用
時
期
を

車
種
に
よ
り
ず
ら
す
な
ど
一

定
の
配
慮
も
さ
れ
て
お
り
、

や
む
を
得
な
い
と
考
え
賛
成

す
る
。

の
認
可
基
準
に
お
い
て
①
研

修
で
良
し
と
す
る
支
援
員
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
事
業
で

保
育
者
は
保
育
士
と
す
る
こ

と
②
０
か
ら
２
歳
児
の
保
育

者
の
配
置
基
準
は
３
対
１
に

プ
ラ
ス
１
人
と
す
る
こ
と
③

給
食
は
自
園
調
理
と
す
る
こ

と
④
保
育
室
の
設
置
は
原
則

２
階
ま
で
と
す
る
こ
と
な
ど
、

認
可
保
育
所
の
水
準
を
守
り
、

等
し
く
子
ど
も
の
保
育
を
保

障
す
る
基
準
に
す
べ
き
で
あ

る
。

賛 

成

全
て
の
事
業
に
保

育
士
の
配
置
を
義
務
付
け
た

場
合
、
保
育
士
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
。
給
食
の
自
園
調



一  
般  

質  

問

市
長
に
質た

だ

す
！

９
月
定
例
会

平成26年９月定例会	 議会だより46号	 （8）

いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

問　

現
在
の
民
間
保
育
園

に
対
す
る
運
営

費
負
担
金
で
は
、

人
件
費
の
支
払

い
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
保
育
士

は
、
低
い
報
酬

で
働
い
て
い
る
。

支
援
で
き
な
い

か
。

答　

保
育
士
の

確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

民
間
保
育
園
運
営

支
援
を

水神社近くの大井川取水口

　

島
田
市
議
会
で
は
、
執

行
機
関
（
市
長
や
行
政
委

員
会
）
に
、
施
策
の
執
行

状
況
や
将
来
の
方
針
、
住

民
生
活
に
密
接
に
係
る
事

項
な
ど
、
市
政
全
般
の
こ

と
に
つ
い
て
質
問
を
求
め
、

所
信
を
質
す
こ
と
を
目
的

に
「
一
般
質
問
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

市
長
に
質
問
す
る
た
め

に
は
、
議
員
は
予
め
質
問

の
要
旨
を
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個

人
質
問
の
制
限
時
間
は
50

分
で
す
。
そ
の
時
間
内
に

「
一
問
一
答
方
式
」で
質
問

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①島田市ホームページのトップページの
右側にあるバナーをクリック！

③URLは
ht tp : / /www.sh imada-c i t y .
stream.jfit.co.jp/　です。

②スマートフォンとタブ
レットではQRコードで

「ピッ！」

④検索エンジンに「島田市議会　映像」
と入力し、検索することもできます。

《インターネット配信をご利用できない方へ》
この録画映像をまとめた「ＤＶＤの貸し出しサービス」を実施しています。詳細につ
きましては、議会事務局☎36−7205までお問い合わせください。

配信を見るには、次のうちいずれかの方法でどうぞ。

一般質問をインターネットでも見てみませんか？

島田市議会　映像 検索

八
や

木
ぎ

伸
の ぶ

雄
お

 議員
（一問一答）

大井川を守れ
問　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
で
考
え
ら
れ
る
影
響

は
。

答　

大
井
川
の
流
量
減
少

と
水
質
汚
濁
が
考
え
ら
れ

る
が
、
対
処
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。

問　

東
京
・
名
古
屋
の
二

大
都
市
を
直
結
す
る
ル
ー

ト
だ
。
静
岡
県
や
島
田
市

は
経
済
・
産
業
の
谷
間
に

な
る
。
そ
の
上
、
大
井
川

土
地
改
良
区
は
毎
秒
２
ト

ン
を
取
水
し
て
い
る
。
最

大
２
ト
ン
の
水
が
減
少
す

れ
ば
、
市
民
生
活
に
も
影

響
す
る
。
反
対
す
べ
き
だ
。

答　

大
井
川
の
流
量
減
少

の
危
機
感
は
強
く
持
っ
て

い
る
。
懸
念
が
払ふ

っ

拭し
ょ
くさ

れ

な
い
限
り
容
認
で
き
な
い
。

問　

国
が
国
益
の
た
め
に

建
設
を
中
止
で
き
な
い
と

言
う
の
な
ら
、
減
少
し
た

水
を
回
帰
さ
せ
る
工
事
を

Ｊ
Ｒ
の
責
任
で
行
う
よ
う

国
・
県
に
担
保
さ
せ
る
こ

と
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答　

大
井
川
広
域
水
道
企

業
団
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

補
助
事
業
で
支
援
し
て
い

る
。

問　

小
・
中
学
校
の
教
師

配
置
基
準
は
、
児
童
・
生

徒
数
50
人
か
ら
、
段
階
的

に
35
人
ま
で
改
善
さ
れ
た
。

保
育
士
の
配
置
基
準
は
60

年
間
変
わ
ら
な
い
。
見
直

す
べ
き
だ
。

答　

今
後
、
国
・
県
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

問　

支
援
策
は
ど
う
か
。

答　

Ｈ
27
年
か
ら
、
委
託

料
に
職
員
の
処
遇
改
善
分

も
加
算
さ
れ
増
額
さ
れ
る
。

市
単
独
の
補
助
事
業
も
継

続
す
る
。

質問に答える
染谷絹代 市長
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島
田
独
自
の

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
期
待

村む
ら

田た

千ち

鶴づ

子こ 

議
員

（
一
問
一
答
）

杉
す ぎ

野
の

直
な お

樹
き

 議員
（一問一答）

IC周辺の地域振興
の進捗状況は？

　

県
と
の
共
同
事
業
に
て

９
月
28
日
か
ら
開
始
。
健

康
増
進
と
地
域
振
興
を
推

奨
し
、
こ
の
秋
ま
で
に
17

市
町
が
参
加
。
本
市
は
地

元
の
商
店
の
協
力
体
制
が

な
い
中
で
の
出
発
で
、
準

備
不
足
だ
と
指
摘
す
る
。

問　

事
業
の
概
要
を
伺
う
。

答　

18
歳
以
上
で
、
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
行
動
の

実
践
で
40
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
る
と
県
内
共
通
の
優
待

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
、
協

力
店
に
て
提
示
す
る
と
特

典
が
受
け
ら
れ
る
。

問　

運
営
協
力
事
業
所
等

は
。

答　

県
内
は
７
１
６
店
舗

で
市
内
は
医
療
・
保
健
等

に
関
す
る
14
店
舗
。
地
元

商
店
街
等
の
参
加
は
協
力

依
頼
中
で
あ
る
。

問　

来
年
の
新

市
誕
生
10
周
年 

記
念
事
業
に「
健 

康
づ
く
り
推
進

条
例
」
を
制
定

の
考
え
は
。

答　

市
民
が
健

康
で
長
生
き
し

て
い
た
だ
け
る

施
策
が
整
っ
て

き
た
時
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

問　

県
の
特
区
制
度
の
指

定
で
、
ど
の
よ
う
な
特
別

支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
る

か
。

答　

区
域
内
の
基
盤
整
備

へ
の
県
単
補
助
や
進
出
企

業
へ
の
利
子
補
給
な
ど
、

市
町
や
進
出
事
業
者
に
県

か
ら
有
利
な
財
政
支
援
が

受
け
ら
れ
る
。

問　

国
の
特
区
に
指
定
さ

れ
て
い
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
と
思
う
。
何
が
あ

る
か
。

答　

税
制
上
、財
政
上
、金

融
上
の
特
例
が
あ
り
、
直

接
の
事
業
者
に
利
子
補
給

等
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

る
。

問　

特
区
に
つ
い
て
、
国

が
再
度
申
請
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
を
設
け
る
可
能
性
は

あ
る
か
。

答　

残
念
な
が
ら
極
め
て

可
能
性
は
低
い
が
、
ゼ
ロ

で
は
な
い
の
で
、
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
は
持
っ
て

い
る
。

問　

受
益
地
と
は
、
農
振

除
外
と
は
別
と
考
え
て
よ

い
か
。

答　

受
益
地
と
は
、
土
地

改
良
事
業
で
面
的
整
備
や

水
路
、
農
道
に
つ
い
て
公

的
資
金
を
使
っ
て
優
良
農

地
と
な
っ
た
土
地
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
き

な
制
限
が
あ
り
、
除
外
に

は
厳
し
い
条
件
が
つ
く
。

問　

受
益
地
で
は
な
い
、

ま
と
ま
っ
た
土
地
は
あ
る

か
。

答　

牛
尾
山
の
樹
園
地
な

ど
が
該
当
し
て
い
る
。

問　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
の
目
的
は
何
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
構
想
の

策
定
を
行
う
た
め
に
組
織

を
設
立
し
た
。

問　

市
長
は
、
こ
の
島
田

市
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
安
心
実
感
都
市
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

健康マイレージ事業オープニングイベント

島田金谷インターチェンジ付近の衛星写真

　

人
口
減
少
要
因
の
一
つ

で
、
女
性
の
社
会
進
出
や

非
正
規
雇
用
拡
大
等
が
背

景
に
あ
る
。

問　

市
と
し
て
の
対
策
は
。

答　

平
成
14
年
か
ら
10
年

間
男
女
出
会
い
の
場
創
造

事
業
を
実
施
。
今
後
は
地

域
お
せ
っ
か
い
人
養
成
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

市
の
若
年
雇
用
対
策

・
出
産
後
の
職
場
復
帰
対

策
は
。

答　

若
者
就
労
支
援
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
会
等
。

後
者
は
、
啓
発
活
動
程
度

だ
が
手
法
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問　

高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
を
安
全
に
避
難
誘

導
す
る
た
め
、「
障
が
い
者

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
市
民

や
学
校
教
育
に
活
用
で
き

な
い
か
。

答　

提
案
は
非
常
に
大
切

だ
と
思
う
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

社
会
問
題
！
若
者
の

晩
婚
・
未
婚
化
対
策

災
害
弱
者
の
減
災

対
策
は
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「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
は

許
せ
な
い

桜さ
く
ら
い井
洋よ

う

子こ 

議
員

（
一
問
一
答
）

佐
さ

野
の

義
よ し

晴
は る

 議員
（一問一答）

始発電車の多さを
活用できないか

問　

来
年
度
か
ら
、
介
護

認
定
「
要
支
援
」
の
通
所

介
護
、
訪
問
介
護
が
保
険

給
付
の
対
象
外
と
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

答　

市
が
介
護
予
防
の
視

点
に
立
っ
た
地
域
支
援
事

業
と
し
て
実
施
す
る
。
事

業
者
と
の
調
整
を
行
い
、

増
床
す
べ
き
だ
。

答　

待
機
者
は
97
人
だ
。

増
床
に
つ
い
て
は
、
次
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
必

要
な
規
模
を
見
込
む
。

問　

65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
は
、
引
き
上
げ
の
連

続
だ
。
支
払
い
準
備
基
金

が
約
７
億
円
あ
る
。
取
り

崩
し
て
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
べ
き
だ
。

答　

予
想
さ
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
に
よ
り
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
は
必

要
だ
。
基
金
を
取
り
崩
し
、

上
昇
は
抑
え
て
い
き
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
な
ら

な
い
よ
う
努

め
る
。

問　

特
別
養

護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
者

が
「
要
介
護

３
」
以
上
に

限
定
さ
れ
る
。

現
在
の
待
機

者
は
何
人
か
。

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を

問　

島
田
を
始
発
駅
と
す

る
上
り
電
車
は
、
一
日
の

運
行
本
数
の
約
３
割
強
も

あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
駅

に
は
な
い
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
、
座
っ
て
通
え
る
な

ど
、
乗
車
時
間
が
多
少
長

く
て
も
利
便
性
は
高
い
。

こ
の
特
徴
を
活
か
し
「
若

者
層
に
特
化
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
は
で
き
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
駅
近
く
に

「
子
ど
も
預
か
り
所
」を
造

り
、
出
勤
途
上
の
市
民
が

一
時
的
に
預
け
た
子
ど
も

を
、
既
存
の
各
園
が
バ
ス

等
で
迎
え
に
来
る
と
い
う

送
迎
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
、
子
育
て
世
代
の
応
援

が
で
き
な
い
か
。

答　

対
象
と
な
る
市
民
が

何
人
ぐ
ら
い
い
る
か
な
ど
、

需
要
を
測
る
。

問　

新
病
院
の
建
設
場
所

が
市
民
、
特
に
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
。

　

本
年
５
月
、国
会
で「
都 

市
再
生
特
別
措
置
改
正

法
」
が
成
立
し
た
。
こ
の

改
正
法
を
早
急
に
活
用
し
、

病
院
開
設
後
の
ま
ち
の
全

体
像
を
提
示
で
き
な
い
か
。

答　

指
摘
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
近
い
将
来
、
遠
い
将

来
、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
分
し

て
段
階
的
に
進
め
る
。

問　

建
設
お
よ
び
開
院
後

を
含
め
、
計
画
の
リ
ス
ク

回
避
に
向
け
た
対
応
策
は

万
全
か
。
例
え
ば
、
ダ
ブ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
発

注
や
、
市
役
所
内
の
体
制

づ
く
り
は
ど
う
か
。

答　

基
本
設
計
以
降
に
、

そ
う
し
た
手
法
の
導
入
も

考
え
る
。
ま
た
、
院
内
に

医
療
従
事
者
を
含
め
た
チ

ー
ム
を
編
成
し
、
市
役
所

内
に
も
策
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
新

年
度
に
は
新
し
い
部
署
の

発
足
も
考
え
る
。

問　

閣
議
決
定
で
の
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
は
、

憲
法
第
９
条
に
違
反
し
、

立
憲
主
義
の
立
場
か
ら
も

許
さ
れ
な
い
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

答　

わ
が
国
の
外
交
、
防

衛
、
安
全
保
障
な
ど
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
り
、
国
の

専
権
事
項
だ
。
首
長
と
し

て
の
見
解
は
差
し
控
え
る
。

問　

平
和
都
市
宣
言
を
生

か
し
、
戦
争
と
平
和
に
関

す
る
展
示
を
金
谷
・
川
根

地
区
、
学
校
等
で
も
開
催

し
た
ら
ど
う
か
。

答　

平
和
祈
念
実
行
委
員

会
や
関
係
者
と
検
討
す
る
。

平
和
へ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
よ
！

病
院
建
設
は
ま
ち
づ

く
り
の
核
だ
！

市役所庁舎に掲げられた
「平和都市宣言」横断幕

島田駅の３番線ホーム
（1日の上り電車96本の内32本が始発）
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市
民
病
院
の
医
師
不
足

対
策
は
？

青あ
お

山や
ま

真ま
さ

虎と
ら 

議
員

（
一
問
一
答
）

大
お お

石
い し

節
せ つ

雄
お

 議員
（一問一答）

防災メールの
登録者数が少ない

問　

生
老
病
死
の
う
ち
病

は
予
防
で
き
る
。
病
院
と

市
役
所
が
連
携
し
、
先
端

医
療
の
未
病
医
学
で
、
真

の
健
康
長
寿
と
、
問
題
の

市
民
病
院
医
師
不
足
を
補

う
考
え
は
。

答　

未
病
医
学
に
つ
い
て
、

目
指
す
方
向
は
ご
提
案
ど

お
り
。
部
署
連
携
に
つ
い

て
も
非
常
に
大
切
と
認
識

す
る
。
未
病
医

学
と
い
う
概
念

を
知
っ
て
今
後
、

勉
強
し
て
い
き

た
い
。

問　

日
本
人
の

死
因
３
割
が
ガ

ン
で
あ
る
が

「
食
」が
ひ
と
つ

の
要
因
だ
。
学

校
給
食
を
世
界

遺
産
の
和
食
・

米
飯
に
し
て
未

来
の
健
康
を
守
っ
て
ゆ
く

考
え
は
な
い
か
。

答　

完
全
米
飯
の
考
え
は

な
い
。
ソ
フ
ト
麺
が
人
気

だ
。

問　

２
５
０
億
円
と
い
う

巨
額
予
算
だ
が
、
市
の
財

政
は
幾
ら
で
あ
れ
ば
耐
え

ら
れ
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
と
い
う
数

字
は
提
示
で
き
な
い
。

問　

医
師
確
保
に
奔
走
し

て
い
る
か
。

答　

地
元
の
大
学
に
お
願

い
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
考
え
て
い
る
。

問　

周
辺
道
路
の
地
盤
改

良
は
国
や
県
が
や
っ
て
く

れ
る
の
か
。

答　

市
負
担
に
な
る
。

問　

同
報
無
線
そ
の
他
で
、

警
報
が
市
民
に
伝
わ
る
割

合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

同
報
無
線
な
ど
の
情

報
伝
達
手
段
で
市
民
に
警

報
が
伝
わ
る
割
合
に
つ
い

て
正
確
な
数
値
等
を
把
握

す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困

難
で
あ
る
。

問　

防
災
情
報
配
信
メ
ー

ル
を
登
録
し
て
い
る
市
民

は
、ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

答　

９
月
１
日
現
在
の
防

災
メ
ー
ル
の
登
録
者
数
は
、

２
６
９
７
人
で
あ
る
。

問　

警
戒
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
る
か
伝
わ
っ
て
い
な

い
か
を
把
握
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。
確
認
す
べ
き

で
は
。

答　

自
主
防
災
会
長
・
委

員
長
会
議
の
中
で
、
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

防
災
メ
ー
ル
の
登
録

者
数
が
少
な
い
と
思
わ
な

い
か
。

答　

少
な
い
。
防
災
メ
ー

ル
の
登
録
者
数
を
１
桁
ふ

や
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問　

広
報
し
ま
だ
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
毎
回
載
せ
る
な

ど
し
て
登
録
者
を
増
や
す

こ
と
を
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

答　

市
民
が
集
ま
る
場
所

で
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問　

現
市
政
に
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

答　

幸
福
度
の
高
い
町
を

目
指
し
て
い
く
。

問　

借
金
は
減
ら
す
方
向
か
。

答　

借
金
は
減
ら
し
て
い
く
。

問　

子
ど
も
議
会
の
開
催
は
。

答　

非
常
に
大
切
。
検
討

し
て
い
く
。

問　

給
茶
機
の
な
い
学
校

に
、
生
徒
が
自
主
的
に
煎

茶
道
を
学
べ
る
よ
う
給
湯

器
を
お
い
た
ら
ど
う
か
。

答　

課
題
が
多
い
。

島
田
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

新
病
院
建
設
の
課
題

問　

新
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
作
成
し
て
い
く
の
か
。

答　

平
成
27
年
度
中
に
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

計
画
の
策
定
に
向
け
、
中

山
間
地
域
の
皆
さ
ま
の
声

を
直
接
聞
く
「
集
落
座
談

会
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

問　
「
集
落
座
談
会
」の
次

の
段
階
と
し
て
、
市
民
が

参
画
で
き
る
形
は
創
れ
な

い
か
。

答　

検
討
し
た
い
。

過
疎
自
立
促
進
計
画

は
住
民
参
画
型
で

防災メールＱＲコード
今すぐ登録をしよう

なるべくクスリを使わない健康指導を心がける
ミャンマーの医師。2012年撮影
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目
指
せ
殺
処
分
ゼ
ロ
!!

横よ
こ

田た

川が
わ

真ま
さ

人と 

議
員

（
一
問
一
答
）

冨
と み

澤
ざ わ

保
や す

宏
ひ ろ

 議員
（一問一答）

合併特例債で
市庁舎建て替え優先

問　

市
内
に
お
け
る
犬
・

猫
の
殺
処
分
数
は
年
間
何

匹
か
。

答　

中
部
保
健
所
に
送
ら

れ
た
犬
が
７
匹
、
猫
が
46

匹
で
あ
る
。
そ
の
後
、
譲

渡
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。

問　

過
去
と
比
べ
数
は
ど

う
か
。

答　

県
全
体
の
傾
向
と
し

て
は
、
減
っ
て
い
る
。

問　

市
役
所
を
早
期
に
特

種
東
海
製
紙
横
井
工
場
跡

地
に
建
設
し
て
、
新
病
院

を
現
市
役
所
・
市
民
会
館

に
移
転
し
た
場
合
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
、
短
期

的
に
市
負
担
の
借
入
金
が

集
中
す
る
こ
と
を
和
ら
げ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
現
病
院
敷

地
に
は
優
良
企
業
、
大
学
、

研
究
機
関
の
誘
致
に
つ
い

て
戦
略
を
組
ん
だ
ほ
う
が

よ
い
と
思
う
が
。

答　

市
庁
舎
は
51
年
経
過

し
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

建
物
調
査
結
果
で
は
外
壁

や
天
井
改
修
の
指
摘
を
受

け
る
な
ど
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
合
併
特
例
債

の
期
限
（
２
０
２
０
年
度

内
）
を
念
頭
に
お
き
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

進
め
る
中
で
優
先
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。
基
本

構
想
で
は
、
新
病
院
の
建

設
地
は
現
病
院
敷
地
内
に

決
定
し
た
た
め
、
同
敷
地

の
利
用
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

東
館
を
ど
う
す
る
か

で
現
地
建
て
替
え
の
実
現

性
が
大
き
く
変
わ
り
、
新

病
院
の
位
置
、
駐
車
場
の

確
保
問
題
が
出
て
き
て
実

現
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
が
、

東
館
は
建
て
直
す
の
か
。

答　

基
本
計
画
の
中
で
、

建
物
の
配
置
計
画
や
新
病

院
の
動
線
、
改
修
す
る
場

合
の
診
療
等
へ
の
影
響
な

ど
、
多
面
的
な
検
討
を
し

た
上
で
判
断
し
て
い
き
た

い
。

問　

来
年
４
月
か
ら
始
ま

る
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
で
の
民
間
保
育
園
の
保

育
士
の
待
遇
改
善
は
可
能

な
の
か
。

答　

新
制
度
で
改
善
さ
れ
、

賃
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

島
田
市
と
し
て
殺
処

分
を
減
ら
す
施
策
は
。

答　

里
親
探
し
・
チ
ラ
シ

配
布
・
去
勢
避
妊
の
補
助

等
で
あ
る
。

問　

出
口
ば
か
り
力
を
入

れ
る
の
で
は
な
く
、
入
口

の
段
階
で
規
制
す
る
べ
き

で
は
。

答　

現
在
、
飼
育
に
関
し

て
条
件
を
課
す
よ
う
な
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

動
物
を
飼
う
と
き
は
、

動
物
の
気
持
ち
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

答　

そ
の
と
お
り
だ
と
思

う
。

問　

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指

す
た
め
に
島
田
市
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
。

答　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
等

が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

義
務
化
ま
で
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

災
害
時
の
犬
・
猫
の

対
応
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
い
る
。ま
た
、け

が
を
し
た
動
物
の
た
め
に
、

獣
医
師
会
と
も
連
携
し
て

い
る
。

問　

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指

す
こ
と
で
、
島
田
市
が
よ

い
ま
ち
だ
と
選
ん
で
も
ら

え
る
材
料
に
し
て
欲
し
い
。

答　

殺
処
分
ゼ
ロ
を
深
く

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

新
制
度
に
お
け
る
保

育
士
の
給
与
改
善
を

建て替えが答弁された市役所

殺処分ゼロを目指す環境省のポスター
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市
内
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
を

福ふ
く

田だ

正た
だ

男お 

議
員

（
一
問
一
答
）

藤
ふ じ

本
も と

善
よ し

男
お

 議員
（一問一答）

自治体消滅の危機。
島田市は大丈夫か

問　

市
の
山
林
面
積
と
そ

の
内
訳
は
ど
う
か
。

答　

全
体
で
２
万
９
０
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
民
有
林

２
万
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国

有
林
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

市
有
林
72
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
る
。

問　

市
内
は
、
森
林
が
豊

富
な
割
に
、
あ
ち
こ
ち
に

放
置
さ
れ
て
い
る
山
が
見

受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
山

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は

い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
必
要

と
思
う
が
、
間
伐
や
下
刈

り
、
あ
る
い
は
未
利
用
材

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

市
で
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
協
議
会
に
参
加
し

て
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。

を
生
か
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
産
業

が
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て

い
く
の
で
は
な

い
か
。

　

伊
太
田
代
地

区
に
は
、
田
代

環
境
プ
ラ
ザ
や

太
陽
光
発
電
施

設
と
い
っ
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
施

設
が
あ
る
。
こ

の
地
域
に
、
木

材
を
利
用
し
た

問　

島
田
市
の
将
来
推
計

人
口
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　

平
成
52
年
に
７
万
７

９
３
６
人
と
見
込
ん
で
い

る
。

問　

20
歳
か
ら
39
歳
の
女

性
人
口
が
50
％
以
上
減
少

す
る
と
人
口
減
少
が
止
ま

ら
な
い
と
聞
く
が
、
島
田

市
の
減
少
は
42
・
７
％
だ
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

答　

大
変
深
刻
な
数
字
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

総
合
計
画
の
中
で
、

市
の
人
口
目
標
を
具
体
的

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

現
在
の
人
口
推
計
が

平
均
的
な
見
通
し
で
あ
り
、

そ
れ
を
上
回
る
よ
う
施
策

と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

市
の
住
環
境
の
整
備

と
し
て
行
っ
て
い
る
オ
レ

ン
ジ
タ
ウ
ン
の
販
売
促
進

策
は
。

答　

今
年
度
２
度
目
の
価

格
見
直
し
を
行
い
、
坪
単

価
を
11
万
６
千
円
と
し
た
。

方
式
の
エ
リ
ア
拡
大
を
働

き
か
け
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
は
通
信
事
業
者
へ
の

働
き
か
け
を
継
続
す
る
。

問　

国
の
整
備
方
針
は
２

０
１
５
年
が
目
安
だ
。
早

急
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
地
域

整
備
計
画
を
策
定
す
る
べ

き
で
は
。

答　

策
定
す
べ
き
と
は
思

う
が
、
投
資
コ
ス
ト
な
ど

か
ら
見
て
大
き
な
動
き
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。

問　

地
域
の
座
談
会
な
ど

で
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

答　

対
応
は
し
て
い
き
た

い
。

問　

全
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
整
備
状
況
は
。

答　

世
帯
カ

バ
ー
率
は 

99
・
９
％
、超

高
速
は
固
定

方
式
で
98
・

７
％
で
あ
る
。

問　

市
の
情

報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
充

実
の
取
り
組

み
は
。

答　

現
実
的

な
取
り
組
み

と
し
て
無
線

問　
「
里
山
資
本
主
義
」と

い
う
考
え
方
が
あ
る
。
マ

ネ
ー
に
頼
ら
ず
自
然
と
共

生
し
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
島
田
市
も

農
家
民
宿
を
２
軒
ほ
ど
営

業
し
て
い
る
。

　

あ
る
統
計
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
人
口
１
０
０
０
人

規
模
の
ま
ち
に
２
組
の
家

族
が
移
住
す
る
と
人
口
が

減
ら
な
い
。
学
校
を
廃
校

し
な
く
と
も
い
い
。
市
は

人
口
10
万
人
だ
か
ら
２
０

０
組
移
住
さ
せ
れ
ば
い
い
。

そ
の
方
策
は
。

答　

市
で
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
派
遣
事
業
が
あ
る
。

新
し
い
事
業
と
し
て
中
山

間
地
域
の
空
き
家
バ
ン
ク

事
業
を
始
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

も
っ
と
光
を
！

東
京
一
極
集
中

か
ら
田
舎
へ

販売価格の見直しが行われたオレンジタウン

バイオマス先進地岡山県真庭市のペレット工場にて



平成26年９月定例会	 議会だより46号	 （14）

いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん　　　　いっぱんしつもん

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

後
継
者
の
た
め
の
農
業
施
策
は

万
全
か

仲な
か

田だ

裕ゆ
う

子こ 

議
員

（
一
問
一
答
）

森
も り

　伸
し ん

一
い ち

 議員
（一問一答）

しっかりとした
高齢者の現状把握を

問　

深
刻
な
茶
価
の
低
迷

の
中
、
後
継
者
は
真
剣
に

生
き
残
り
を
懸
け
て
模
索

し
て
い
る
。「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
等
、
農

林
水
産
省
の
農
地
中
間
管

理
事
業
と
関
連
す
る
中
で
、

周
知
と
活
用
や
問
題
点
は

何
か
。

答　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

問　

65
歳
到
達
者
説
明
会

へ
の
参
加
率
が
昨
年
度
は

37
％
と
低
い
。
欠
席
者
へ

の
事
後
説
明
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

答　

資
料
を
郵
送
し
て
い

る
。

問　

郵
送
で
は
読
ま
な
い

な
ど
、
心
配
な
点
が
あ
る

が
ど
う
か
。

答　

高
齢
者
受
給
者
証
交

付
説
明
会
、
出
前
講
座
等

で
も
周
知
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
だ
が
訪
問
に

よ
り
状
況
確
認
も
行
っ
て

い
る
。

意
の
方
も
い
る
。

問　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
や
子
育
て
の
家
庭

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
解
決
の
た
め

に
は
、
医
療
・
福
祉
・
介

護
な
ど
を
判
断
で
き
る
人

材
の
育
成
が
必
要
だ
が
ど

う
か
。

答　

専
門
性
を
必
要
と
す

る
部
署
の
担
当
者
は
、
少

し
長
め
に
そ
こ
で
働
く
な

ど
し
て
、
職
員
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

問　
「
避
難

行
動
要
支
援

者
名
簿
」
の

登
録
は
、
ど

こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。

答　

地
域
の

民
生
委
員
・

児
童
委
員
に

協
力
し
て
も

ら
い
整
備
は

終
わ
っ
た
が
、

情
報
提
供
す

る
こ
と
に
つ

い
て
は
未
同

問　

市
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン

や
目
標
値
を
作
り
、
市
民

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組

む
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

調
査
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

問　

小
水
力
発
電
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
た
め

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
ら
最
近
開
発
さ
れ
た
発

電
装
置
の
情
報
を
聞
い
た
。

は
、
地
域
農
業
を
担
う
経

営
体
の
育
成
や
農
地
集
積

を
支
援
す
る
国
の
補
助
事

業
の
活
用
が
可
能
と
な
る

重
要
な
計
画
で
あ
る
が
、

プ
ラ
ン
策
定
に
は
地
域
農

業
者
の
合
意
形
成
に
時
間

と
労
力
が
必
要
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
策
定
や
荒
廃
農
地

の
解
消
、
基
盤
整
備
、
担

い
手
育
成
等

の
推
進
に
向

け
農
業
委
員

会
・
農
林
課

に
３
人
の
専

門
嘱
託
員
を

置
き
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

問　

極
め
て

申
請
が
多
い

「
が
ん
ば
る

認
定
農
業
者

支
援
事
業
」

が
、
事
業
仕

分
け
に
出
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。

答　

事
業
仕
分
け
は
事
業

の
削
減
で
は
な
く
、
事
業

効
果
を
検
証
す
る
た
め
提

出
し
た
。

問　

茶
産
業
を
元
気
に
す

る
た
め
、
何
が
重
要
と
考

え
る
か
。

答　

補
助
制
度
の
活
用
で

支
援
す
る
と
と
も
に
、「
売

れ
る
お
茶
」
を
確
立
し
て

い
く
。

問　

市
長
の
考
え
る
「
売

れ
る
お
茶
」
の
定
義
は
何

か
。

答　

消
費
者
の
好
む
お
茶

で
あ
る
。

問　

消
費
者
の
声
を
聞
く

た
め
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
首
都
圏
に
出
す
考
え

は
あ
る
か
。

答　

早
急
に
検
討
実
現
す

る
。

問　

優
秀
な
賞
を
取
っ
た

お
茶
も
含
め
市
役
所
や
お

茶
の
郷
な
ど
で
試
飲
・
販

売
し
、
島
田
市
の
お
茶
の

宣
伝
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　

呈
茶
サ
ー
ビ
ス
等
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
ビ
ジ
ョ
ン
を

岡山県真庭市のペレット工場

農林水産大臣賞に輝いた永田英樹氏
若き後継者のひとりです
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市
民
と
と
も
に
行
う

ま
ち
づ
く
り
を
！

清し

水み
ず

唯た
だ

史し 

議
員

（
一
問
一
答
）

平
ひ ら

松
ま つ

吉
よ し

祝
の り

 議員
（一問一答）

スポーツ資源活用で
活性化を

問　
「
ま
ち
な
か
集
積
医

療
基
本
構
想
」
の
白
紙
撤

回
に
対
し
て
の
市
民
へ
の

説
明
は
。

答　
「
広
報
し
ま
だ
平
成

25
年
７
月
号
」
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
説
明
し

て
い
る
。

問　

白
紙
撤
回
に
対
し
て
、

ま
ち
な
か
で
説
明
会
を
開

催
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

市
長
選
挙
に
お
け
る

大
き
な
争
点
で
あ
り
、
市

民
に
混
乱
を
招
か
な
い
た

め
で
あ
る
。

問　

過
去
の
ま
ち
な
か
活

性
化
策
は
。

答　

に
ぎ
わ
い
商
店
街
支

援
助
成
金
や
、
空
き
店
舗

再
生
事
業
補
助
金
、
商
店

街
の
回
遊
を
促
す
「
と
く

と
く
マ
ッ
プ
」
な
ど
の
助

成
で
あ
る
。

問　

本
通
五
丁
目
以
東
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

答　

将
来
的
に
、
ま
ち
な

か
居
住
の
促
進
や
活
性
化

の
た
め
の
市
街
地
開
発
事

業
等
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問　

３
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

答　

島
田
駅
周

辺
は
「
お
び
・

り
あ
」
を
核
施

設
と
し
、
に
ぎ

わ
い
を
中
心
市

街
地
へ
波
及
さ

せ
た
い
。
金
谷

駅
周
辺
は
「
金

谷
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
24
の

試
み
」
な
ど
の

活
性
化
創
出
活

動
を
支
援
し
、

六
合
駅
周
辺
は

幹
線
道
路
整
備

で
駅
の
利
便
性

を
高
め
る
。

問　

空
き
店
舗
利
用
を
、

今
後
い
か
に
考
え
る
か
。

答　

高
齢
者
や
近
隣
の
人

た
ち
が
集
ま
る
居
場
所
づ

く
り
な
ど
の
、
店
舗
改
装

費
に
補
助
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

藤
枝
市
の
「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
構

想
」
や
焼
津
市
の
「
ま
ち

な
か
再
生
会
議
」
な
ど
市

民
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
進
め
る

考
え
は
。

答　

調
査
研
究
し
検
討
し

て
い
く
。

　

国
で
は
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
策
定
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
も
創
設
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
市
民
の
交
流
を
活

性
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
さ
ら
に
は
経
済
振

興
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活

用
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

提
唱
す
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
行
政
は

「
入
る
を
は
か
る
」施
策
と

し
て
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
地
域
交
流
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問　

さ
ら
に
進
め
て
い
こ

う
と
い
う
施
策
は
あ
る
か
。

答　

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
島
田
で
気
の
合

う
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
し
、

大
会
を
し
て
も
ら
う
。

問　

伊
太
の
陸
上
競
技
場

の
工
事
が
中
断
し
て
い
る

が
、
い
つ
再
開
す
る
の
か
。

答　

平
成
28
年
度
以
降
ス

ポ
ー
ツ
広
場
と
し
て
内
容

の
見
直
し
を
行
う
。

問　

全
天
候
型
の
陸
上
競

技
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

必
要
な
場
合
に
は
、

近
隣
の
陸
上
競
技
場
で
行

っ
て
も
ら
う
。

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿

の
誘
致
は
ど
う
か
。

答　

今
、
検
討
し
て
い
る
。

問　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

支
援
は
ど
う
か
。

答　

バ
ス
の
送
迎
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

に
向
け
た
情
報
発
信
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　

大
学
や
実
業
団
の
各

種
全
国
大
会
に
行
っ
て
誘

致
し
て
い
る
。

　

今
後
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
も
活
用
し
、
さ
ら
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ス

ポ
ー
ツ
に
関
し
て
の
情
報

発
信
の
バ
ナ
ー
を
つ
け
る
。

幻
まぼろし

の伊太の陸上競技場

再開発が未着手の本通り
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病
院
建
設
！

防
災
・
財
政
計
画
は
大
丈
夫
？

曽そ
　
ね
　
よ
し
　
あ
き

根
嘉
明 

議
員

（
一
問
一
答
）

山
や ま

本
も と

孝
た か

夫
お

 議員
（一問一答）

リバティマラソン
10kmコース実現は

問　

建
設
技
術
の
向
上
に

よ
り
現
在
地
へ
の
建
設
は

可
能
と
し
て
も
、
防
災
面

で
の
評
価
は
低
い
。
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

軟
弱
地
盤
で
あ
る
も

の
の
、
県
の
第
４
次
地
震

被
害
想
定
で
は
現
在
地
お

よ
び
そ
の
周
辺
地
に
つ
い

問　

元
日
マ
ラ
ソ
ン
（
2
、

5
、
10
㎞
）
に
お
い
て
は

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い

る
。
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ

ソ
ン
in
リ
バ
テ
ィ
に
お
い

て
10
㎞
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　

運
営
時
間
、
道
路
占

有
許
可
の
問
題
が
解
決
さ

れ
次
第
検
討
し
た
い
。

問　

伊
太
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
頻
度
が
低
く
活
用

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
状
況
だ
が
、
こ
こ
を
改

装
ま
た
は
他
の
場
所
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
造
る
計
画

は
な
い
か
。

答　

伊
太
コ
ー
ト
は
改
装

し
な
い
。
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー

ナ
横
の
緑
地
が
病
院
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
用
地
と
し
て
利

用
除
外
と
な
れ
ば
、
新
し

い
コ
ー
ト
の
設
置
は
可
能

で
あ
る
が
、
現
在
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

問　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
は
活
動
実
績
が
低

い
が
、
今
後
ど
う
取
り
組

む
か
。

答　

障
害
者
団
体
の
方
々

と
話
し
合
い
を
し
、皆
さ
ま

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、望
む

ス
ポ
ー
ツ
を
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
と
も
に
進
め
た

い
。

問　
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
い
つ

行
う
か
。

答　

平
成
27
年
度
と
平
成

29
年
度
に
総
合
計
画
の
区

切
り
と
し
て
実
施
を
予
定

す
る
。

問　

学
校
の
部
活
を
含
め

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
人
材
バ
ン

ク
を
作
る
計
画
は
な
い
か
。

答　

教
育
委
員
会
主
体
で

行
う
の
は
課
題
が
あ
る
が
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
側
で
は

積
極
的
に
検
討
し
て
行
き

た
い
。

て
は
「
液
状
化
発
生
の
可

能
性
が
な
い
地
域
」
と
評

価
さ
れ
て
お
り
、
基
本
計

画
に
お
い
て
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
が
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
整
備

方
針
を
定
め
て
い
く
。

問　
「
液
状
化
の
心
配
は

な
い
」
と
の
こ
と
で
病
院

本
体
は
大
丈

夫
か
も
し
れ

な
い
が
、
周

辺
道
路
が
陥

没
し
た
り
地

盤
沈
下
し
た

り
し
た
と
き
、

病
院
だ
け
が

孤
立
す
る
心

配
が
あ
る
が

ど
う
か
。

答　

道
路
に

関
し
て
は
ど

こ
で
も
あ
る

程
度
の
リ
ス

ク
は
あ
る
が
、
大
地
震
の

場
合
の
地
盤
沈
下
と
い
う

の
は
想
定
し
に
く
い
も
の

と
考
え
る
。

問　

建
設
後
の
財
政
見
通

し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答　

基
本
構
想
で
は
、
概

算
事
業
費
の
み
算
出
し
て

お
り
、
詳
細
な
事
業
費
の

算
出
や
事
業
収
支
計
画
の

策
定
は
行
っ
て
は
い
な
い
。

現
段
階
で
財
政
見
通
し
を

示
す
の
は
、
適
切
で
は
な

い
と
考
え
る
。

問　

概
算
事
業
費
２
５
０

億
円
を
25
年
で
償
還
し
た

ら
利
子
分
を
含
め
て
こ
う

な
る
、
と
い
う
も
の
は
示

せ
な
い
か
。

答　

今
示
す
の
は
適
切
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
単

純
な
計
算
で
、
医
療
機
器

の
償
還
と
建
物
の
償
還
が

重
な
る
年
が
ピ
ー
ク
と
な

る
が
、
島
田
市
が
持
た
な

い
と
い
う
非
現
実
的
な
数

字
で
は
な
く
、
単
純
に
計

算
し
て
何
と
か
収
ま
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
説

明
を
し
て
い
る
。

条件付きでテニス場への可能性がある
ローズアリーナ横の緑地

市民病院の周辺道路は大丈夫？
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『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』

伊い

藤と
う　

孝
た
か
し 

議
員

（
一
問
一
答
）

問　
『
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
』
の
本
年
度
の
結

果
は
。

答　
「
学
力
と
学
習
状
況
」

の
詳
細
な
分
析
は
こ
れ
か

ら
と
な
る
が
、
平
均
正
答

率
に
着
目
す
る
と
、
県
が

全
て
の
教
科
で
改
善
が
見

ら
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

た
の
と
同
様
に
、
島
田
市

に
お
い
て
も
全
て
の
教
科

に
お
い
て
改
善
が
見
ら
れ

た
。
特
に
、
児
童
・
生
徒

の
無
回
答
率
は
大
き
く
改

善
さ
れ
た
。

問　

今
年
度
の
『
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
』
へ

の
、
昨
年
度
ま
で
の
取
り

組
み
と
の
違
い
は
何
か
。

答　

昨
年
度
の
小
学
５
年

生
と
中
学
２
年
生
で
学
力

調
査
問
題
を
解
く
機
会
を

設
け
た
。

を
受
け
な
い
と
い
う
考
え

は
な
い
か
。

答　
『
要
綱
に
の
っ
と
っ

た
対
応
を
し
て
ほ
し
か
っ

た
』
と
い
う
こ
と
が
率
直

な
思
い
で
あ
る
。

　

来
年
度
の
調
査
に
協
力

す
る
か
し
な
い
か
、
参
加

す
る
か
し
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
と
十
分
な
協
議
を

重
ね
た
上
で
決
定
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
今
こ
こ
で

お
答
え
で
き
る
よ
う
な
問

題
で
は
な
い
の
で
、
回
答

を
控
え
さ
せ
て
も
ら
う
。

問　

権
力
者
が
ル
ー
ル

（
実
施
要
領
）を
破
っ
て
の

校
長
名
発
表
は
、
教
育
的

に
よ
く
な
い
。
来
年
も
こ

ん
な
こ
と
が
続
く
の
で
あ

れ
ば
、
島
田
市
は
『
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
』

ル
ー
ル
無
視
は
教
育

的
に
良
く
な
い
！

重要視されるべき　報告書・調査結果資料

※提出した意見書の全文は、市議会のホームページまたは市役所（本庁及び各支所）の情報公開コー
ナーでご覧ください。

　地方議会は、その自治体の公益に関することについて、国会または関係行政機関に意見書を
提出することができます。
　９月定例会では、次の３件の意見書の提出について可決し、国会および関係行政機関に送付
しました。

意見書３件を採択しました

●「手話言語法」制定を求める意見書

●地震財特法の延長に関する意見書

●容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進
するための法律の制定を求める意見書
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平成25年度（５月～３月分）　政務活動費交付金支計算書（項目別内訳）

平成25年４月に市議会議員選挙が行われたため、年間20万円を日割で按分し、183,326円にしてあります。

議 員 名 交付金額 調査研究費 研修費 広報費 資料購入費 その他の経費 合　　計 返還額 自己負担額
青山　真虎 183,326 0 0 0 66,901 0 66,901 116,425 0 

伊藤　　孝 183,326 55,110 32,780 0 21,240 8,909 118,039 65,287 0

大石　節雄 183,326 85,249 59,840 0 0 0 145,089 38,237 0

河原崎　聖 183,326 55,110 30,900 47,000 72,853 2,300 208,163 0 24,837

紅林　　貢 183,326 55,110 42,640 0 49,839 0 147,589 35,737 0

桜井　洋子 183,326 0 81,240 0 4,540 0 85,780 97,546 0

佐野　義晴 183,326 54,490 8,280 0 37,447 0 100,217 83,109 0

清水　唯史 183,326 58,440 203,830 0 8,400 0 270,670 0 87,344

杉野　直樹 183,326 140,359 27,060 0 0 17,834 185,253 0 1,927

曽根　嘉明 183,326 48,140 0 0 0 0 48,140 135,186 0

冨澤　保宏 183,326 85,249 0 0 10,530 29,880 125,659 57,667 0

仲田　裕子 183,326 15,580 85,248 0 2,500 35,666 138,994 44,332 0

平松　吉祝 183,326 41,180 6,960 0 0 0 48,140 135,186 0

福田　正男 183,326 54,490 74,980 0 19,260 0 148,730 34,596 0

藤本　善男 183,326 58,440 106,180 0 20,467 0 185,087 0 1,761

村田千鶴子 183,326 41,180 71,520 0 9,280 7,980 129,960 53,366 0

森　　伸一 183,326 54,490 135,120 0 4,200 0 193,810 0 10,484

八木　伸雄 183,326 137,760 0 0 6,700 19,508 163,968 19,358 0

山本　孝夫 183,326 55,110 83,880 49,611 10,920 0 199,521 0 16,195

横田川真人 183,326 54,490 31,040 0 2,310 0 87,840 95,486 0
小　　計 3,666,520 1,149,977 1,081,498 96,611 347,387 122,077 2,797,550 1,011,518 142,548

お
し
ま
ち
ゃ
ん　
“
号
泣
県
議
”で
話
題
に

な
っ
た
け
ど
、
議
員
っ
て
報
酬
以
外
に

も
い
ろ
い
ろ
も
ら
っ
て
い
る
の
？

ぎ
か
お　

そ
れ
っ
て
政
務
活
動
費
の
こ
と

だ
ね
。
島
田
市
の
市
議
会
議
員
も
支
給

さ
れ
て
い
る
け
ど
、
金
額
が
全
然
違
う

よ
。

お
し
ま
ち
ゃ
ん　

号
泣
県
議
は
年
６
０
０

万
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
島
田
市
は

ど
の
く
ら
い
？

ぎ
か
お　

年
間
で
20
万
円
。
20
万
円
使
わ

な
か
っ
た
人
は
、
残
額
を
返
金
し
て
い

る
よ
。
20
万
円
を
越
え
た
ら
、
自
分
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
。

お
し
ま
ち
ゃ
ん　

号
泣
県
議
は
切
手
や
切

符
代
で
使
っ
て
い
た
け
ど
、
活
動
費
の

使
い
方
は
自
由
な
の
？

ぎ
か
お　

島
田
市
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
決
ま

り
が
あ
る
よ
。
具
体
的
な
例
を
紹
介
す

る
と
、
①
調
査
研
究
費
（
会
派
が
研
修

視
察
を
す
る
場
合
の
交
通
費
、
宿
泊
費

な
ど
）、②
研
修
費
（
全
国
市
議
会
議
長

会
な
ど
諸
団
体
主
催
の
研
修
会
へ
の
交

通
費
、
宿
泊
費
、
参
加
料
な
ど
）
③
資

料
購
入
費
（
政
策
研
究
に
必
要
な
本
代

な
ど
）。

　

こ
れ
以
外
に
５
つ
の
項
目
も
あ
る
け

ど
、
昨
年
度
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
よ
。

お
し
ま
ち
ゃ
ん　

視
察
や
研
修
に
は
自
由

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
？

ぎ
か
お　

例
え
ば
、
研
修
に
行
く
場
合
は

事
前
に
行
き
先
や
研
修
の
主
催
者
や
内

容
な
ど
を
記
入
し
た
「
政
務
活
動
出
張

申
請
書
」
を
作
成
し
て
、
議
長
に
提
出

し
た
後
、
許
可
を
得
て
か
ら
出
か
け
る

な
ど
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
手
続
き
を
踏
ん

で
い
る
よ
。

お
し
ま
ち
ゃ
ん　

視
察
や
研
修
が
終
わ
っ

た
後
は
ど
う
す
る
の
？

ぎ
か
お　

終
了
し
た
都
度
、
報
告
書
を
作

成
し
て
提
出
し
て
い
る
よ
。
年
度
末
に

は
、
各
議
員
が
、
１
年
間
の
政
務
活
動

費
の
支
出
の
内
容
と
と
も
に
調
査
研
究

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
よ
。

お
し
ま
ち
ゃ
ん　

議
員
の
報
告
書
は
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
？

ぎ
か
お　

市
役
所
の
情
報
の
公
開
コ
ー 

ナ
ー
で
、
誰

で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る

よ
。

ほっ と な

話題
政務活動費って何？
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市民に開かれた議会の実現を目指し！
〜議会改革に関する特別委員会〜

　平成21年４月に施行した島田市議会基本条例では、議会及び議員の活動についての基本理念や、市民
と議会・議会と市長の関係を示し「言論の府」として進むべき方向性を定めています。
　７月に設置された特別委員会では、制定から５年が経過した同条例の定期見直しをするとともに、議
会運営の諸課題についての調査・研究を、現在行っています。
島田市議会基本条例見直しによる課題

・市民に対し、十分な説明責任が果たせているか。
・議会の役割である監視機能が劣っていないか。
・議案に対する議員間の討議が不足していないか。
・議会報告会の参加者が少ない。また、市民からの意見を議会活動に反映することができていなのでは。
・議案審議などの調査に対し、必要な資料の収集が不足しているのでは。
・政務活動費は市民への十分な説明責任を果たすとともに、実情に応じた効率的な活用が必要なのでは。
その他の課題

・予算・決算の審議方法の見直し。
・災害時の議会の在り方。
・一年を通じた議会開催や効果的な議会日程の検討。
・タブレット端末など電子機器の活用。
今後の活動について

　課題として出された項目等に対し、他市の先進事例などを参考に
改善策を取りまとめ、議会改革を進めてまいります。

　島田市民病院は、昭和54年に現在の場所へ新築移転して以来、地域医療の中核病院としての役割を
担ってきました。しかし、設備・建物の老朽化や狭

きょう

隘
あい

化
か

等が進み、さまざまな課題を抱えています。
　このような状況を踏まえ、新たに地域が必要とする医療を提供できる公立病院としての施設整備が求
められ、本年７月に「新市立島田市民病院建設基本構想」が策定されました。
　今後、新病院の建設がさらに基本計画・基本設計と段階的に進んでいく中で、「市民およびこの地域に
とって将来的にどうあるべきか」を、本特別委員会では平成27年２月を目標に、「基本計画に対する提言」
として市当局に提案していきます。そのために、毎月の検討テーマに沿って議論し、地域の医療ニーズは
もとより、災害拠点病院として的確に対応できる新病院の建設に向け、調査・研究を進めていきます。

市民病院の建設等に関する特別委員会のスケジュール（予定）
開催年月日 主な検討テーマ等

平成26年９月18日（木） １．特別委員会のスケジュール（案）について
２．現地建替えについて

平成26年10月28日（火） １　病院機能、病床数の再検討について
平成26年11月５日（水）～ ５日：大崎市民病院の建設について・病院見学（宮城県大崎市）

平成26年11月６日（木）６日：東京ベイ・浦安市
い ち

川
か わ

医療センターの建設について・病院見学（千葉県浦安市）
平成26年11月 １．事業費の規模・財源の問題とその償還方法について

２．現病院の維持管理費の検証について
３．建設費の削減可能箇所の調査について

平成26年12月 １．建築整備手法の検討について
２．発注方式と整備期間の考え方について

平成27年１月 １．地域医療と病診連携の再検討について
平成27年２月 １．基本計画への提言について

さらなる議会改革に向け、委員全員で改革案を検討中。

市民に愛される病院を目指して！
〜市民病院の建設等に関する特別委員会〜



し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
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平
成
26
年
９
月
議
会
は
、
一
般
質
問
に
18

人
が
登
壇
し
、
市
政
を
質
し
ま
し
た
。
お
り

し
も
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

の
議
会
改
革
度
調
査
に
よ
る
「
情
報
公
開
、

住
民
参
加
、
機
能
強
化
」
の
総
合
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
島
田
市
議
会
は
１
４
４
４
議
会
中
56

位
、
県
下
１
位
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
議
会
か
ら
ネ
ッ
ト
中
継
・
配
信
も
始
ま
り
、

開
か
れ
た
議
会
め
ざ
し
て
、
た
だ
今
前
進
中

で
す
。

　

引
き
続
き
、

議
会
の
様
子
を

読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。
ご
愛

読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平成26年11月定例会の日程
　平成26年第４回（11月）市議会定例会の日程は次のとおりです。本会議、委員会の傍聴にお越しください。
午前９時30分（11月25日の議会運営委員会のみ午前９時）開会予定です。

※この予定は変更されることがあります。

11月25日（火）議会運営委員会・本会議（議案上程） 12月８日（月）本会議（議案質疑）
12月３日（水）本会議（一般質問：個人） 12月９日（火）常任委員会
12月４日（木）本会議（一般質問：個人） 12月17日（水）議会運営委員会
12月５日（金）本会議（一般質問：個人） 12月18日（木）本会議（最終日）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
委
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季節（冬）の写真募集
のお知らせ

　「議会だより」裏表紙にみなさんの撮った自慢の写真を載せてみませんか？

●写真テーマ　『冬』

●応募条件
◦ご自身で撮影したもので他のコンテスト等に応募し

ていないもの。
◦応募作品に著作物や肖像などが含まれる場合は、事

前に承諾を得てください。
◦お一人につき３点までとします。
◦JPEG　2.0MBまで（Eメール応募の場合）。
　郵送の場合は、現像した写真（サービス判）。
◦送っていただいた作品の権利は島田市議会に
　帰属します。

●応募方法
◦タイトルを付けて、Eメールまたは現像した写真を

直接郵送ください。
　あて先は左記の住所またはＥメールアドレスです。
◦締め切り　１月９日（金）当日消印有効 渡邉辰己さん（島）の作品です。

▶陽光の路

▲竹の春（神尾竹林）


